
記号 R で表す
単位 [ Ω ]（ オーム ）

記号 C で表す
単位 [ F ]（ ファラド ）

＊積分： 累積量 微分： 微小変化量 （変化の割合）

距離 積分 速度 微分 加速度

積分

微分

記号 L で表す
単位 [ H ]（ ヘンリー ）

電気回路の構成素子 まとめ

・抵抗 R ： 単位[ Ω （ オーム ） ]
I = V / R （オームの法則）

・ コンデンサ（キャパシタ） C ：
単位[  F （ ファラド ） ]

I = 電圧の微分 （電圧に 時間変化 があると
き、電流を流す。直流電流は 通さない 。）

・ インダクタ（コイル） L ：
単位[  H（ヘンリー） ]

I = 電圧の積分 （ 電圧を加えた時間 に応じ
て電流が流れる。）

変化のしかた、 変化の早さ 、初期値 、最終値
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過渡現象 まとめ

過渡現象： ある状態から別の状態に変化する過程

RC直列回路：
スイッチを入れた瞬間： I = E/Rで計算される電流が流れる
十分に時間が経過した後： 電流は 0（流れない）

RL直列回路：
スイッチを入れた瞬間： 電流は 0（流れない）
十分に時間が経過した後： I = E/R で計算される電流が流れる
時定数 τ ： 過渡現象における、状態変化の早さを表す。単位：秒
（具体的には、63%変化が完了するまでの秒数を表す。）
RC直列回路: τ = RC
RL直列回路: τ = L/R �
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練習問題１

I(t)

R

E
C

電池の起電力E=32 [V]、抵抗R=4 [Ω]
コンデンサの静電容量C=5 [F]

(１)時定数τの値を求めよ。
(２)抵抗に加わる電圧、電流のグラフを
描け。グラフには電圧、電流の最大
値、時定数、時定数の時の電圧、電流
の値を示せ。
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練習問題２

電池の起電力E=20 [V]、抵抗R=5 [Ω]
コイルの自己インダクタンスL=15 [H]

(１)時定数τの値を求めよ。
(２)抵抗に加わる電圧、電流のグラフを
描け。グラフには電圧、電流の最大
値、時定数、時定数の時の電圧、電流
の値を示せ。

I(t)

R

L
E
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微分回路は高周波成分、
積分回路は低周波成分の抽出に利用できる。


